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土壌放射拭菌の生理ニ・三に就いて治
飯升 本 修
本自匝文の著者放升本修三理事士は蹟島文理科~*事の出身ゼ昭和18年11月以来書研究所憧物病理事研究
室の研究員とじて主とし:c土滋鍛生動彼射状菌額等の研究に従事されて居Tこが昭和何年7}317日第三留
民共として勇躍揺召され1:。主主後聞もな4病気仁かかり都減陸軍病院で療養中、[司9周17日不幸不織の
客となられ食事は誠に聖書り惜しい盛みで{豊かな御冥組を御厨句ずる次第である。本綴文は君が生前主
として嘗究所で施行せられた研究の結果で¥君の温舗を整理した駒である。紙面の関係で充分意書r鐙し
得なかっt:献の啓する$をお起する4く西門委ー 配〉
著者は敷年来各種の土壇より放射獄菌を分離
・し、その分類並tこ生理作用そ調ぺてゐ忍が胃そ
の中生理作用に関する2・3の貰験結果を簡車に
報告するー
1・護育と温度との関係 本邦車の土壊放
射賦薗72菌株をグ事セ Fン・アジモユウム寒天
〈グリセFン10瓦・拘櫛酸石炭10瓦・盤化アy モ
=ウム O~5瓦・第2 燐酸カ~ "・5瓦・硫聾?グネ
シウム@・2瓦・蒸溜水1立・塞天20瓦・pH7・(')
に移植し、種々の温度に培養して共の護育賦態
を惜した.その中27蕗株に就いτ培養温度三華
宵狙度さの閉係を第1表に示す.
第 1表温虜ミ聾育さの閥係
民 吋P40一。が
良 好| 4 18 21 19 13 1 1 
中 蔵| 4 10 7 6 5 8 8 1 
徹 扇 5 5 2 3 5114 
痕 跡 1 3 1 3 1 
無 し 27 17 5 4 9 
菌の費育に劃する最高温度は36度がら55度迄の
聞に分布している.尚 Wtiksman (19í~) の報告
によるさ氏が試験した放射賦菌中45度で華宵ず
るものは}種もなかったさあり、叉 Krainsky
(1914)の賓験では大部分の放射賦薗の費育に聾
する最高温度は46度、 4危で費育じ得たもの
は2種に過ぎない左越ぺて居るが、著者の貰睡
では多数の菌除が45度で重量育する事が確めらね
に。
2・謹育と pHとの関係培養基1)始賛同
さ放射賦薗の鷲育賦態さの闘係にワいて pH5.2
5・56・06・8~.4 7.8 8・28・69・0及 9・6の1q段
階の培養萎に培養して生育朕態そ検した.其中
5・2-82 の段階ではグ P セ'リン・アシぞ=-~ム
寒天笠用ひft.百培養温度は36度、其結果による
さ盈職土崩放射賦薗は大積2群に分れるo著者
(1943a)の所謂第2類の放射賦薗〈土壌放射賦
薗の大部分を宮古〉は pH7.4で最も良好訟費
育ななし(被験菌株18株中11株は良好で、費育
なき物は 1株もない)pH 5.5では華宵弱<¥ pH 
10度は16菌株施日後、 15.-50護は27菌検13日後の 5・2で持費育極めて徴弱tあるか又は鷲育しな
震育程嘆を5段締に分ちて詑縫じた。 い。〈此 pHでは第2類 18抹中8株は費育しな
本表から制捜に放射献薗一般に就いて首へ い)縫ってー般土壇故榔薗の壷育に劃ずる酸
ば護育の昼過温度は30度 (以下温度は揖託、附 性側の pH限界は、大髄5・2附近ざいふ事が出
廷にあゆも 25度・ iO度では護育緩漫であるが、 A 来るo此鮪Wakam.an(1919a，1920)の貰験結果3
9日後には36度の鷲育程度に接近して来る.最 よぐ合致しτ居る。次に瞳基性側の7.8では殆
低温度はId度叉はそれ以下である.ヲたに最適温 E棉ての菌株が良前・な聾育~遂げるが、 8・6 に
度に:就いてみるさ、 35支で 第2表護育に封ずる綾高温度段階
は一般に費育良好であるが
40度になるさ生長の止まる
菌株がある。被強薗72株に
就いτ費育}こ封する最高温
度を試強し七結果をと第 表
に掲げる.
これによるさ土壌放射賦
最高鰐|各段鰐吋同右 ~I段儲 ?る醤練費主 合段階 r:.露する主な穣
61-55。 3 4.2 
46-500 17 23;6 &A 
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36 400 21 29.2 A. 8csbie圃，A. lXl担ubilis， A. luteo・viridio
町農豊島研究第37怨第2披 67-61頁 194乃 にbわ
稔るさ『般に養育が思〈訟の、 9・0では第2頚
18~中 1 株が費育者?止め、 9・6 で被喝の第 2 類
1調味中日株は完く費育せす4只3株が僅かじ痕
跡崎の費育~.t，1計二すぎない。之じ劃して著者
y の所謂第1類の放射拡菌は5・5乃至6・0で最も良
〈睦7写し?第2類の長遁 pHt.る7-4:では皆背
bない.10保菌中9株は完〈費育t.r<只 1株の
d謹かに痕跡的I'C議育;する.而して第2類の菌
株1.)大部分が殆ど護育し得ない5.2でも良好な
強宵をするものが多い.謂tlば此の類は好酸性
さ云ふ事1J'出来る、
集中薗締の形成は培養基の始聾pHさ云ふよ
り色、現貨の pH・匂e旬a1pH)によっ吃影響さ
れる所が大である.換言すれば、薗.，it育さ共
に崎聾基の民臆は委lJ~盛fじするが、集中薗蘇は
基生薗赫が或程度賢建した後に形成されゐ関係
上、その鷲蓮はその時の現貰 pBによ "':):r;~響
を!受砂る.著者は此の識についτ沙νTf験を試
み1:..即ち放射賦菌の護育の結果酸性さな広様
な培養基〈倒へばアシ巷品ウム盟を窒素源ざす
る培養基)及び、これさ逝iこ韓基性になる様な
培聾基(例へば硝酸臨を窒素源さする培獲基〉
I::;j~射賦薗を移棟し主純度。恒温器iこ入れτ約
10日間培養し、集中薗締の嚢遁程度さその時の
現賓 pHさそ調ぺ1:..その結果によるさ A品
目~romogenu8， Act.. viridochl'l'>inogenuB， Aot.
albospore，1l8， Act voi1sceus.ruber， Act. gri帥 U8等
の被蹴歯め大部分は培養基の現賓pl{が7・6乃
至8・0で最も良〈集中薗締t.e形成するがふ01:り
酸性側並IC8・6より瞳基性側では之を形成しな
い， Act. fnlvuB 新種・記.別報)は例外で6・3
遁iニ於いて集中薗緋を最もよく形成する。
3・巌棄源の利用 主境放射賦薗による炭
覇滋の利用程度在来の撲な方法に従って試験し
た J 硝酸ア 4〆'1';ニタム 1瓦・第2燐酸jJリ 0・δ
瓦・硫酸干グネシウム O.fi瓦・盟化ナトリウム
。.t 瓦・硫~第 1 銭。.01瓦・薫溜水 1 立の組成-Î:>
有する基本液i二各種の炭素顔ぞ各 1%に及、る様
iニ蜘へ、 pH7.d，¥ニ調益しすこ培養液に、グHセ担
シ・アシモエクム寒天上白新昨なる分生子主採
っτ接種し、 36度じ培養した。拡駿の結巣は第
8表の如 fである。
般的日言へば諸種の炭素源中グリ冶リシ}k
ぴ踊萄舗は炭素源、さιて最も秀れ、安芸F樹がニ
第3表提素源の利用
炭素源 ---____良好中等徴弱痕跡無
多梼類
イヌ ，9γ 3 1 19 . 
曹是 芽 総 7 14 2 
w:糖碩 薦 械 1 7 E 10 
託 絵、 1 9 4 9 
一 と: 葡 糠 8 15 
マ γノーメ 8 10 3 2 
ガラタ メー 16 3 3 1 
草書il露
来 M 1 2 12 2 6 
...シ冒ー メ 5 8 1 9 
アヲぜ ，1.-:;( 3 4 7 9 
|守 ν"""ト 6 9 ‘8 
多{賀
y 'tぜ!1 t 5 7 11 
'T 1t. '" 1/11/9 ヲー 5 18 
戸 3レ額 グ・!1 -it JI :.> 1 10 2 
グ!J :1 -ル 7 13 3 
拘 機 駿 10 5 I 
現 泊 酸 t 8 6 1 1 
酪 駿 8 す 1 
ア守 F伊酸 6 9 1 
.綴酸額 株 検 酸、 5 8 2 1 
乳 酸 5 2 9 
酒 石 酸 1 15 
グ'ヨル殴 1 15 
鍍 酸 1 15 
有償酸類は16歯車章、~他は泊菌鎌1:就 ~J式後す
敏字，主夫々のil脊強度を1ftす繭総般をjEす。
れ.こ失ぐoW.ksman (1919 ~の報告では搬靭が
最も良好な操業源である事になっているが、著
者の質験では蹴掛は前記3種の炭素源にやや劣
る結果さなってゐる.却ふるに、艦船は一群の
放射A先週{著者の第1類〉並に Pro脱出om，ceil及
び崎巴rOIJlOSPoraに臆する種類にさっては不適嘗
である.
藤智f・季l倍及び"":.-:.ヅトは挟素源さして特
異な性質を示してゐる.郎ち此等のさia信濃tま或
る菌株には良〈利用されるが、他の菌徐にさつ
τは殆ど.1:<利用慣植がなく、その割燃が著ι
いも低である.喰って此等3積め提素顔の利用
程度~i1i矧J航薗の分類上重要な準協さなし得る
事は艇に著者(19記号)が指摘したさころである.
(118) -81-
4事情類中 4 ヌ ~Vは殆 E利用されない 叉セル
貝ーズの殆E分解きれない 1は眠、に W!l.i:eman
& Skinner (19缶〉や著者(1948めの賓験結果に
よって明であるo H~xo聞の中果樹・ガラタト
ーズ・?シメム・ズはそ.の利用慣砲に於いで大差
%1:<・キシロ『ズ・アラピアー ズの如き'Pento!聞
は炭素源ざして不適官である 守シ=アト以外
の HexitであるYJt..-ピット立をにグルシツトは殆
1:査〈無慣値である.;グリコールも殆r刺用さ
れない.実に有機酸の利用に就いtは、私鵡隈
〈石灰)・暁泊酸〈ソーダ〉は良好・酷晴、〈石灰). 
フマル酸〈ソーダ〉・林檎醜仁石灰〉はやや劣
り、乳酸(石原〉は殆E慣値起〈、酒石摺(ソ
ーダ〉・蟻鞭 C石友〉・，グリコール酸(ソーダ〕
は何れも無慣値であるe此宅撃の有機醸の利用に
闘する結果は Munterσ913)の報告さ大聞によ
〈ι致じてゐるが、担J酸の利用慣値のみは、結
果が一致せ歩、 Mii且terは之を良好ざしてはゐ
るが、著者の賓験では殆芝利用情f直がない結果
を示し允。
二4・確酸形成放射賦薗の中の葡萄擁聖天
其他諸種@培養基に於τ蕗酸石灰の結晶を形成
するもめのある事は先に著者 (1943a)が報告
したさころである炉、其の後放射賦薗によゐ曙
酪形成の経路に闘する試験を行った.其b結果
による三浦萄糖からiE酸を形成しない菌株は
草食に用ひ1:棉ての裁素源から穆酸~作らないa
aたに葡萄糖から薩綾t.e形成する薗体の殆空全部
は酷酸(lO/l~)C下の教は被験菌株数、上の教は
諺援を形成ずる菌掠教を表はす。以下同様)0グ.
Pコール(15/15)グPコール酸(11/12)及び蟻
酸(12(12)から護増を形成するが琉拍酸(3/10)
及びフマル酸 (1/10)から之そ形成する商保は
極〈少い.これによつτみれば段射献車蕗宮釦Iじ=よる
穆酸形成の経路は C白hrz倒 z恥cz& Za1romoぽrn町y(αt抽gめ〉
の{俄慎定ずる経路、卸ち 2分子の
作用tじこよつt生可?炉る現拍眼カか、らプ Tλル2酸4をk経て
穆僅z壱旨生す歩宮るさ云ふ経路は嘗τはまらなhい、 放
射欣薗の揖合は酷酸か ι グリコ~)ルレ酸及tびFグ p
才キシル酸4を旨経τ穆酸が形成さbるものさ考へ
られる。悦の動は酷酸菌〈悶ゆ・升本 1942)の
損合さ同様であるが、酷酸菌では蟻酸から蕗酸
を形成しなやからグP才キシJt;-酸ii，直接穆酸に
酸化されらものミ婦へられ制二割しτ、放射賦
薗は蟻酸から 8穆離を形戒するからグリオキシ
?レ酸は}旦蟻酸さな旬、これから穆酸が形成さ
hるものさ考へられる.然し以上の賓験のみで
はグリ才キタル醜が直接葱酸に階化されるのが
穆酸形成の主経路であるか、或は共の聞に蟻酸
ぞ経るのが本道であるか断言する二三は不可能
である.
5・チロシナデゼ 放射賦薗中にはぜダチ
ν守4 プトン等の蛋白を含む培養基に於τ褐色
培褐色乃至黒褐色の水溶性色素ぞ形成し白首培養
基を若色せしめる菌株群があり、これらのもの
はタロモグヌズ類さ呼ばれτるる。 Krains均
く1914).Skinner(1938)は此のクロモグヌス類の
形成する色素は蛋白の分解の結果生じたチロシ
シtこ此等の菌の有するチロシサーゼが作用しτ
形成さ村るメラユシ様物質であらうさ想像し
たc黙し W串koIl/iU (lril9o. 1920. 1932)はこれに
疑問を抱いてゐる守
害者は先にく19.3a)クロそ'グヌス類をゼラ
チシに於いて褐色乃至黒色.時に緑色 Cこれは
後褐色に費る)の水溶性色棄を形成する菌株群
さ定義じたが、これさ斯る色棄を形成しない非
クロモグヌス類さの聞にI'j極めτ少数の中間型
が存在してゐる e著者が中間型さ稿するものは
ゼラチシに於ける水溶性色素が薄い黄禍色の薗
株で、その多〈は〆プトン培養基では水溶性色
素~形成し"，t ~功、三叉は形成しても甚fさ不明瞭
なゐのTある.以上の3群に属する菌株につい
てチロシナーゼの作用~試験した.培養基の組
成は夷の遁りで pH7.2 ¥こ調整した。グリセリ
:A10.瓦・ア 1パラギン0・5瓦・チロ Vン。6瓦・
第2燐酸カリ d.尽瓦・硫酸T グネグヲムd.5瓦・
蒸溜水1立・寒天20瓦・これさ同時に以上の組
成中チロシv-r含をぬ培養基を釘象培整基ざし
て使用した.培養温度は30時其のぽ果によるさ
クロモダメ λ顎の大部分(被員長菌綜90株中78禄
郎関・7，の〈以下 7sj9IT86:7%の如く記す)は
チロシ ν寒天上、培養~-3 日後既に明瞭な黒
色薄い時は簿墨色)め水博性色素t.e形成する
のが認められ、然もチロ'シンを含まぬ針照培養
事では斯る色棄を形成しない 郎ち此判事はチロ
シナ戸ゼ陽性である 弐にグロモグヌス類の中
若矛の薗株(村/90=;8・9%)怯チロシシを含む培
養基じ於いても又乙f.l>含まぬ埴養基に於い唱も
戸 l~ - (69) 
I 
略h問機な責禍色系の水溶性色棄を形成するも
0;があり、これ-a>結果不明瞭さすo此の中のー
.商は、チロシシ寒天に於げる培養の極〈初期医
(24-48時間〉蔀黒色の水溶性色素を形成する
が間もなくこれが糞褐色系色素に移り費って行
つτ結果が不明瞭さなるものである ν 他方チロ
シナーゼの反臆明瞭な薗綜tニ於いτも培養が古
〈なるに従ひ黒色の水溶性1色素が他の賀補色系
の色素に移り盛る事が屡々認められる.縫って
著者が此鹿にチロシナーゼ不明瞭さ補する菌株
の一部分はチ回シナーゼ陽性三考へられる@最
後に極〈少取のクロモグヌス薗株 (4/9d菌株主
4・ts)はザロシシ寒天主黒色乃至褐色捗水溶性
色素を形成しない。 @pちチロシナ戸ぜ陸性であ
る.
ヨたに先に述べた所謂中間型の薗株(7!7菌株直
l (fO~)は何れもチロシナ』ゼ陰性である。非ク
ロモグヌス新の中には明瞭にせ~不明瞭に也よ
チロシテ--l!陽性の菌株l'11.(J /27菌株〉もな
念η 1;..以上の結果語通らしで所謂クロモグヌス
型車i株の殆E全部はチロシナーぜを以つτチロ
t'ンをメラニン様の色素に慶へる薗株三考へて
よいさ思はれる.
6・土壇遁温入詩的な培養基に培養してゐ
る聞に償生物の有してゐ?こ最初の、換言すれば
その本来の佐賀が聾化する事は極めて普通な現
生~形成する様に放ったが、とれの分生子t-採
っτ上記の様な土壌蓮渇-a>行つれ結果、その本
来の性質である赤色の基生そ形成する様になっ
7こ.又.Act. (ul~s は合成培養基主褐色の水器
性色素形成する:ものであるが、その 1菌株で
ある No.7は培養の途上色素形成力を失りた.
これも土蹟遁過の結果その本来の色素形成力を
快復し士.叉培養の間 集中薗将、を形成しなく
な~t: No. 18若くは之を形成し難〈なった
No.7. No，15等-ぞ土績遁過せしめた結果何れ
ざ立をよ《形成する様になった.
7・墾 異著者は土壊;肱射献薗の分類~行
ふ需に多離の菌株~比較男監理しτゐるが、種々
め見地より憶か時間一環なりさ判断される若干 ・
の薗株の聞に形態的に、叉生理的に慶異の存す
る事官に麗h遡過した.気中薗斡の螺旋形成の
有無並にその多少、色素形成炭憲源の利用程度
等が之である.そfの中最も著ιい茨薫諒利用に
闘する鍵異について報告する.著者は先に各種
炭素源の申薦街・・筑糖・?ン早ツトは菌株によ
っτその利用程度の菱が著しいo故i二ニの性質
を放射賦薗~分類上のー準嬢さなし得るさ辿ぺ
1i:.撚じE 閲ー種i二属せしめらる可き多数の菌
株に就いて上の決素源に劃する利用性ぞ調べて
みるさ、その大部分は共通の性質を兵へ℃ゐる
が、1);教の菌株はこれさ異つfこ性質を示す寧が
象であるs ある。例へば Act.viridochromogemおに属する
而してt新棋に培養中}こ鍵質・した微生物やその 菌株の大都分は、藤糖利用カ極めて微弱である
4のの元来の諜境に返す事によクて再び本来の が、共1菌株 No・99は例外的に之を良〈利用
性質4'ざり返す事は種骨の徴隼物に説いτ報告 した.叉 Act.r，斜的。hromogimusに属する大多
されてゐるミユろである.著者はこt壊放射~菌 数の菌株は季l街・牒槙."Tン旦ツトの合政bをふ
が培養中にその性質に聾iヒを起しすこ際、その麓 利用し難い性質を有してゐる j)~、 No・ 12菌株は
嘗め一部~係。てそのもの元来の噴境である土 .薦櫛を、 No.26ほマシニットを、 No・16P>は上
壊に接種し、或る期間保った後再び分離したさ 記3積の炭素源の何れをもよく利用し符る，
こる、多〈の場合膏の性質やさり戻す事を確め 以上の様に同一種t1:薦する菌株聞に餐異が存
1~. 乙の所謂「土雛逼渇J (1回 il1188曲gel)は衣 在するが、主主に斯様t.r.費異の生十る可能性ぞ示
の様な方秩によ勺τ貰施した 試験管に畑地土 唆する如き現象がみられ.る それは先じ、著者
棋や入れ、*~加へて池宮な話強度にし高座殺薗 (1943 b) /J' Act.毘u凶tlL必，hi臼li旬8¥仁二於
品脅F行つfた三ものlじこ鍾賀しし‘大た放射;蹴伏薗の分生子叉は 現a象kでdあbる.卸tもb止的hの種に届厩EすJる5N匂.3拐5.6防3.
蘭綿値の一唱郵日を接種し、 P刊o度に2遡閥位保つf允: 1臼5日l は元否来終R薦官楢A栓旨殆~~宅憩?現i期じ得t彰2 いもの 、宅で=あb る
悦再分線を行つf允ニG その結巣iじこ就いてニ.三め が、 R薦君糖4そ旨炭素世漁源-京;さする培養基に培養しtゐる
例をi.げれば、本来赤色め基生費育を形成する 間i亡、此の操素源をよく利用し得る費異株ぞ解
Aeも albω.po問凶の 1高林 (No・1)が移植培藍 離して采る.叉これさ全〈同様な現象が、字L糖.
や縦続する閉じ色素形成力ゐ硯失して無色の基 の利用に鋭いてる起るo他方土域金ら分離され
;印o -~~ 
た本種の菌株中には最初から学l横~よ〈利用し
得る菌株 (No・制， 147)並に廉備・明績の何れ
を‘もよく利用し縛る菌株(No:148)があって¢
上の No.邸宅Fに於げる来落解離の結果、此等
天然の菌株に性質を同じうするものを生じた事
になる.新る現象は A串t.mu飽，biIisのみでな〈
叉 Act.luteo・viridis， (新種.・記載}jl揃)Act. 
mゆ omog('nusの繍利砂典、τ見られる。
術斯の如き豪落解離は或る特定の炭素振を含
む培養上略令規則Eじく起るものである貼より
考へれば、斯る慶異を起す潜在性はモの菌株若
くはその思する種の特性さもみなじ得るのであ
る。換言すればその菌株若くはそめ種は上の性
質について不安定であるさ言へる。この事は
皐に炭素源の利用性tこ泣いてのみでな〈他の性
質に就いてもみられる.例へば元来着色せる集
中薗締ぞ形成す~菌株が突然その薗叢の一部に
白色の集中薗締を生じ、その部分を採っτ新し
い培養基に移相直径行へば白色の気ゆ薗締ゐ形成
する型軽異株が得られるこさがある との現象が
矢張め種さ闘係があり、元来蓄積色乃至ピンク
色の集中菌綿を形成する Act.rO6eQChroa:ogenu8 
に属する菌株の多数並に元来]J(褐色 (Drab)の
集中薗締を形成する、Act.cinereosporcus (新種・
配載別報〉に属する菌株の多撃が斯る鍵異株そ
生守る傾向を有ってゐる。斯様に放射賦菌tこっ
.いてみられる聾異現象の中には遺傷事的に興味
の深い問題が多く蹴されてゐるが、此等につい
τば他日別lこ報告する考入である.
本研究賓の-$は事術娠興曾補助金に負ふτ
ゐる.ままに謝意を表する
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司クゾウ及びココクゾウに及ぼすDDTの効果〈強纏〉。
深谷昌次・小阪和彦、
潜土筈晶fこるグジゴム告に劃する DDTの殺
轟効果(!t)に就いては既?と誕援したが、今度は
本薬剤が貯毅客轟たるコクゾタ及びココクゾタ
に封し如何なる影響~奥えるものであるか吃就
いて少し〈貧臨検討して見t:.. DDT は有害で
あるからとれを貯戒戴類中氏使用する二とはあ
まり望ましいとさではないが、極徴量を用いて
も車教があるさい3こ三になればその適用が考
へられないこさもない.く言主7農皐1: 41-44 (.l947) 
1材相及び方法供試成品は幼晶期聞を
25・cの定湿器中で経過し羽化後10日を甑fこも
ので、賓献に際しτは雌雄を別々巳して取扱っ
すこ.この場合Talcに稀揮しt:.1d% D'DT 10m長
命ぺトリーシャーレーに入れ、これに晶を供し
筋。C下無給餌賦態で毎日その舞死教を調ぺ記。
玄米中のコクグタに封しtは純縛のDDTldrtig，
50mg ~玄米 5(')g 中 tこ浪人じ、一定期間後にそ
の舞死率を調ぺt:..
幼晶を供試する揚今には解化後15-39日を経
過じ、街玄米中に入ったま Lのもめを略等分し
て一方は無鹿理標準とし他方には 16~ DD~ 
籾末 1smgをふりかけこれによ1まぶし、その
まま 2，)-OC定温帯中に置いて司理化腔出する晶額
を毎日記録してその羽化事停を調べfこる
2賞験結果
(1)無給餌ずのコクゾウt二重せする影響 賓験
結果は第2表及び第 l1.iの釦〈官あって・、DDT
の施用匝さ Talcの施用匡は共に標準IIこ比レ
て舞死率高《、施用後 9 臼でH16~の発死率が
縛られる.-)5標準匝では施用後17日で100'~
'舞死している。
(2 米説中のコクグゥにf.~る影響 絡事事・の
ー('''1研究集3'l~書官席2蹴 61一回頁 1947) (61) 
